恵　迪　寮　同　窓　会
第12期平成24年度理事会議案書
（平成24年4月1日～平成25年３月31日）

	日　時： 平成24年4月21日（土）16：00～21：00
　　　16：00～18：00　第12期平成24年度理事会
18：00～20：00　懇親会
　　　　　　

会　場： 札幌パークホテル（札幌市中央区南10条西3丁目）

理事会：2F　パールルーム
懇親会：2F　高砂



　　　　　　　　　　　
恵　迪　寮　同　窓　会
＜本部・事務局＞
   札幌市中央区南13条西１1丁目2-32　（株）アークス内

T＆F　011-530-1186    E-mail  info@keiteki-ob.jp
＜北海道支部＞

   札幌市中央区南13条西１1丁目2-32　（株）アークス内

T＆F　011-530-1186
＜東日本支部＞
東京都練馬区貫井4丁目47-42　関口光雄気付

T＆F　03-3926-0080
＜西日本支部＞

大阪市北区梅田1丁目2-2-200　大阪駅前第2ビル2F北大会館内

T＆F　06-6343-3736
議　事　次　第
１．開会の辞：　代表幹事　　白浜　憲一君

２．会長挨拶：　会　長　　　横山　清君
３．ご来賓挨拶：　北大副学長　三上　隆様
４．議長選出：　規約11条により、会長が議長に就任
５．第１号議案：　第12期平成23年度事業・決算報告
６．第２号議案：　平成24年度支部交付金の配分

７．第３号議案：　第12期平成24年度事業計画と予算案

８．第4号議案：　｢都ぞ弥生｣百年記念事業と記念祭

９．第5号議案：　平成24年「大寮歌祭」（東日本支部主管）
10．第6号議案：　恵迪寮同窓会３支部の活動報告と活動計画
11．第7号議案：　恵迪寮同窓会慶弔規程
12．閉会の辞：  副会長　　　高井　宗宏君
＜恵迪寮同窓会役員＞（平成24年4月現在）
　○名誉会長　　中瀬篤信（S26、前会長）
　○会　長　　　横山 清 （S31）
　○副会長　　　高井宗宏（S31、会長代行）、山中義正（S32、東日本支部長）、
伊藤靖久（S38、西日本支部長）
　○会計監査　　佐藤市雄（S38）、西雪弘光（S40）
　○本部理事　
【北海道支部】　山崎克彦（S32）、和孝雄（S32）、魚山和春（S39）、千川浩治（S40）、
山田浄二（S41）　
【東日本支部】　関口光雄（S39）、平田更一（S40、新任）、坂倉雅夫（S44）、
荒木隆夫（S49）、竹下忠彦（Ｓ53）　
　  【西日本支部】　浦谷義博（S41、新任）、入江和彦（S41）、植松高志（Ｓ44、新任）、

木村成二（S46、新任）、岩井隆郎（S51）
　○代表幹事　　白浜憲一（S40、広報）
　○副代表幹事　新井三郎（S32、事業）、氏平増之（S38、名簿）、皆川吉郎（S43、会計）
　○常任幹事　　大隈昭二（S40、編集長）、藤田正一（S38、文常）、木村正博（S41、現寮）
　○幹　事　　　高橋陽一（S30）、小笠原孝之（S30）、吉原照彦（S36）、内藤春彦（S40、）、
八重樫幸一（S41）、岩本栄一（S44）、吉沢武治（S45）、谷口哲也（S48）、
松浦清隆（S49）、渕上玲子（H8）
　○事務局　　　佐藤静子（アークス）　　　　　　　　　　　　出席28名、委任状3名
　●本部理事補充者：規約第7条　理事は会長が指名する。
　●顧問推薦者：規約第14条　顧問及び名誉会員は、会長が推薦し、理事会において承認する。
＜第１号議案＞　第12期平成23年度事業・決算報告

１．第12期平成23年度事業報告

　①　会議の開催
ⅰ　第12期平成２3年度理事会：　平成23年4月23日（土）札幌パークホテル

　○第12期平成22年度事業・決算報告

　　○支部交付金

○第12期平成23年度事業計画と予算案

　　○平成23年度「大寮歌祭」（西日本支部主管）

○恵迪寮同窓会3支部の平成22年度活動報告及び平成23年度活動計画
ⅱ　本部役員会：　3/17
②　「○○都・府・県恵迪会」又は「○○ブロック恵迪会」の結成

ⅰ　恵迪寮同窓会創立30周年（2013年）までに、東日本・西日本支部の全国の都府県又

はブロックに「恵迪会」を立ち上げる。

ⅱ　西日本支部：東海地区恵迪会結成　10/3（土）、名古屋、36名参加
ⅲ　東日本支部：仙台・東北地区恵迪会結成準備

ⅳ　組織強化費として、特別予算

　③　恵迪寮同窓会創立25周年記念事業＝開拓の村恵迪寮舎展示改装
ⅰ　映像再生装置取替え継続中　

④　会誌「恵迪」第11号発行

・6月下旬発行、B5判98頁、発行部数2200部（会員配布1700部、寄贈200部、
支部配布100部、在庫100部）

・発行経費　945,420円　　・広告掲載収入は475,000円
⑤ .同窓名簿
　 ⅰ 名簿クリーニングと変更訂正のルーチン作業
ⅱ メールアドレス収集

⑥　会員拡大及び組織強化
ⅰ 平成23年恵迪寮同窓会西日本大会（9/17、京都第２タワーホテル、100名）
ⅱ 平成23年恵迪寮同窓会 第12回「開識社」講演会（11/24、時計台ホール、100名）
ⅲ 平成24年新年寮歌歌始めの会（1/28、氷雪の門、90名）

⑦　恵迪グッズ販売　平成23年度総売上　553,765円(予算対比約各△5万円、決算書）
⑧　全国3支部の活動（第6号議案）

２．第12期平成23年度決算報告と監査報告
　①　平成23年度決算

　　　⇒「会計報告書」

　②　平成23年度決算監査報告　
＜第２号議案＞　平成24年度支部交付金の配分
	支部名
	平成２3年度会費の納入内訳
	交付金
	平成２4年度

	
	年　度　会　費
	終　身　会　費
	計
	算定額
	支部交付金

	
	人　数
	金　額
	人　数
	金　額
	人　数
	金　額
	50%
	　

	北海道
	74
	234,000
	
	
	74
	234,000
	117,000
	117,000

	東日本
	116
	351,000
	
	
	116
	351,000
	176,000
	176,000

	西日本
	41
	123,000
	
	
	41
	123,000
	62,000
	100,000

	その他
	2
	6,000
	
	
	0
	0
	
	

	計
	233
	714000
	
	
	233
	714,000
	355,000
	393,000


＜第３号議案＞　第12期平成24年度事業計画と予算案

１．第12期平成24年度事業計画（平成24年4月1日～平成25年3月31日）
　①　第12期平成24年度理事会開催：平成24年4月21日（土）、札幌パークホテル

　②　役員会開催：随時

　③　各担当部会開催：随時

　④　「○○都・府・県恵迪会」又は「○○ブロック恵迪会」の結成

ⅰ　恵迪寮同窓会創立30周年（2013年）までに、東日本・西日本支部の全国の都府県又

はブロックに「恵迪会」を立ち上げる。

ⅱ　東日本支部：仙台･東北恵迪会結成会（7/7、仙台）

ⅲ　組織強化費として、特別予算を組む。
　⑤　恵迪寮同窓会創立25周年記念事業　開拓の村「寮舎」展示改装
　⑥　会誌「恵迪」第12号刊行（記念誌合併号）：発行日8/上旬、120頁、2500部
ⅰ　進捗状況・・・印刷･製本は（株）アイワードに発注、
ⅱ　発送までのスケジュール・・・原稿締め切り　5/31　→　最終校了　7/下旬
→　印刷　7/下旬　→　発行　8/上旬
⑦　会員拡大及び組織強化
  ⑧　「同窓名簿」について
　　ⅰ　現恵迪寮にH24年卒寮生の氏名と学部学科記載要請
ⅱ　H10～H18入寮生の名簿収集
　　各年度前期後期執行委員長と委員数名の氏名と学部学科のリスト収集、年度別リストを

増やしていく

　　ⅲ　名簿クリーニングと変更訂正のルーチン作業

⑨  HPメンテナンス

　⑩　文化活動常任委員会
　　ⅰ  現寮生対象の「開識社」
　　ⅱ　北大生、一般市民対象の「開識社」
　⑪　恵迪グッズ販売

ⅰ 平成24年度総売上目標　60万円　　　＜平成23年度実績＞　55万円　　　
⑫　恵迪寮同窓会文化財展示寄贈　　高井副会長を中心に北大と粘り強く交渉する。

⑬　現恵迪寮生支援・交流の活性化

　  北海道支部との連携により、「観桜会」、「恵迪寮祭」などにおいて支援・交流を図る。また、
　　北海道支部主催の「第12回開識社」に恵迪寮生の参加を促進する。
　⑭　「都ぞ弥生」百年記念事業と記念祭（第4号議案）
2．第１2期平成24年度予算案
①  第12期平成24年度予算案

⇒「会計報告書」

＜第4号議案＞　｢都ぞ弥生｣百年記念事業と記念祭
１．「都ぞ弥生」百年記念事業と記念祭 

① 記念事業
ⅰ 平成23・24年入学新入生への「都ぞ弥生」CDの配布　⇒4/6入学式配布で完了
ⅱ 記念植樹（開拓の村「寮舎」前庭、中庭）　⇒5/13、12:00～。開拓の村
ⅲ 「都ぞ弥生」百年記念誌発行　⇒8/上旬発行　
ⅳ ドキュメンタリードラマ「清き国ぞとあこがれぬ」制作　⇒来年４,５月放映、DVD完成
　 ⇒ 制作費としてHBCへ300万円拠出する際、DVD購入資金として一時的に恵迪寮同

窓会基金を取り崩すことの了承。DVD販売によって充填する予定。
ⅴ 「都ぞ弥生」百年記念展示　⇒5/20～６/20、北大総合博物館

② 百年記念祭　 2012年6月9日（土）

　 ⅰ 百年記念式典
　 ⅱ 百年記念コンサート  
演奏者：植村理葉（Vn）,一宮明代（Ｐ）
　　　演　目：「都ぞ弥生」幻想曲（植村理葉作曲）、クロイツェル、ツゴイネルワイゼン      

   ⅲ 百年記念講演　

講演者：佐川光晴（Ｓ58入寮、芥川賞候補作家）
　　　演　題：「都ぞ弥生」これまでの百年とこれからの百年
ⅳ 「都ぞ弥生」大合唱　・檄文　・寮歌大合唱　・外国語版披露
ⅴ  「大寮歌祭 in　札幌」（本部・北海道支部,  6/9京王プラザ）
ⅵ　｢都ぞ弥生｣百年記念展示公開（5/20～6/20　北大総合博物館）　 
  ③ ３支部「都ぞ弥生」百年企画
　  ＜北海道支部＞

　　・5/13（日） 記念植樹・名札掲示･観桜会（開拓の村）
＜東日本支部＞

　　・5/19（土） 記念墓前祭（静岡長源院）、寮歌祭（クーポール会館）

　　・10/6（土） 記念大寮歌祭（恵比須ガーデンプレイス）
　　＜西日本支部＞

　　・5/27（日） 記念寮歌祭（関西北大会館）　　　
④ 協賛金募集活動
　　＜目標＞　500万円   ＜3月末到達額＞　4,８66千円
　 ⅰ 個人協賛金　　3月末現在　　　3,734千円
　 ⅱ 名札募集　　　3月末締め切り　1,132千円
ⅲ 企業･団体協賛金　　
ⅳ 企業･団体広告掲載　3月末現在　1,000千円超の見込み（原則:会誌発行時に請求）
＜第5号議案＞　平成24年「大寮歌祭」(東日本支部主管)
１．開催日；平成24年10月6日（土）、13：00～　、恵比須ガーデンプレイス
　  第１部　開識社及び総会　　
第2部　大寮歌祭
２．参加費
＜第6号議案＞　恵迪寮同窓会3支部の活動報告と活動計画

１．東日本支部

  ＜平成23年度活動報告＞
①　草刈り寮歌祭の実施

東京都港区の芝公園内（元芝増上寺境内）に「開拓使仮学校跡」石碑が在る。札幌農学校
の設立日・明治９年８月14日に因み毎年８月14日に「草刈り寮歌祭」と称し、石碑周辺
の草刈り後に「都ぞ弥生」を歌うミニ寮歌祭を今年も平成23年８月14日（土）に開催し
た。終了後のビールは格別の味であった。

②　恵迪寮大寮歌祭

平成２３年度は当支部受持ち地域内での出張寮歌祭開催の年に当たり、「恵迪寮大寮歌祭」を神奈川県横浜にて平成23年10月１日（土）に開催した。また当日は大寮歌祭に先駆け「開識社」講演会も開催した。講師は大泰司紀之・北海道大学名誉教授・前日本哺乳類学会会長、演題は「知床と北方四島の自然」であった。続く「恵迪寮大寮歌祭」参加者は地元勢、友誼校ＯＢも交え、総勢60余名であった。

③　地域恵迪会の立ち上げ

組織強化のために、東日本支部の命題の一つである地域恵迪会立ち上げに取り組んだ。「仙台・東北恵迪会」の設立に向けて、山中支部長が仙台に行き小出精氏（S30年入寮）、西村典恭氏（S34年入寮）と話合い「仙台・東北恵迪会」発足を合意した。活動の初弾として寮歌祭を平成24年7月７日（土）に開催すべく準備を進めている。

④　「新春寮歌歌い初め」

新年の恒例として平成24年１月９日（月・祝）、支部役員他計11名により開催した。

＜平成24年度活動計画＞
①　「都ぞ弥生」百年記念祭

5月19日（土）に横山芳介氏の菩提寺のある静岡の長源院にて第１部「墓前祭」と、クーポール会館にて第２部「記念祭」（寮歌祭）を開催する。

②　東日本大会の開催

今年度は当支部主管の「東日本大会」の年であり、開識社・支部総会・「都ぞ弥生」百年記念大寮歌祭を10月6日（土）に東京恵比寿にて開催する。。

③　地域恵迪会の活動支援

　　「仙台・東北恵迪会」の寮歌祭開催準備の助言、経費補助等の支援を行う。

④　役員会の開催

１～3ヶ月に１回の頻度で開催を予定している。（平成24年4、6、8、9、10月、平成25年2月の各月を予定。）「都ぞ弥生」百年記念行事他の準備、検討を行う。

＜財政状況＞
今年度の当支部は地域寮歌祭を含め３度の寮歌祭を開催する予定になっており、やや厳しい財政状況を予想しているが、適切規模での活動を企画していきたい。

２．西日本支部
【1】第19期平成23年度活動報告（平成23年4月～24年3月）

●平成23年度の活動は、「平成23年度恵迪寮同窓会西日本大会」を成功させることであった。平成22年度から着々と準備を進め、実行委員の頑張りと同窓生のご協力により当初の100人参加目標を達成し、感動を呼ぶ開識社講演会も相俟って充実した西日本大会が開催できた。

ⅰ 役員会開催報告

◇平成23年

４/19（火）平成22年度活動報告と平成23年度活動計画確認

5/19（木）恵迪寮同窓会理事会の報告（都ぞ弥生100年記念事業に向けて注力）

恵迪寮西日本大会の件（実行委員会発足）

6/20（月）西日本支部次期役員の検討と恵迪寮西日本大会の参加者増員策検討

7/７（木）恵迪寮西日本大会の案内の郵送作業

8/４（木）恵迪寮西日本大会の役割分担確認、配布資料検討

8/25（木）恵迪寮西日本大会の配布資料確定、参加者の個別勧誘確認

9/8　(木)　 恵迪寮西日本大会開催の最終確認

10/28（木）恵迪寮西日本大会開催の反省と費用精算

12/6 (火)　新役員の確認、新年度活動計画検討、忘年会開催

◇平成24年

2/14(火)　「都ぞ弥生100年記念事業」への支援（協賛企業開拓、西日本としての行事：5月27日関西での寮歌祭開催決定）

３/5（月）平成23年度活動報告（案）及び平成24年度活動計画（案）本部提出内容を検討。
ⅱ 主要行事活動報告
　◇平成23年
4/23（土）　恵迪寮同窓会理事会出席（札幌：窪田、伊藤、岩井）

6/4　（土）　関西北大会館祭りに参加

９/17（土）　恵迪寮西日本大会開催（於：京都第２タワーホテル）

参加者約100人、震災復興支援手ぬぐい配布、開識社講師：野呂氏、大寮歌祭、舞妓のおもてなし、等々大好評であった。
10/22（土）北大関西同窓会総会に参加

◇平成24年

１/9（月）成人の日　　歌い始めの会・賀詞交換会

（北大関西同窓会と一般社団法人北大関西エルム会共催）への出席
【２】　平成24年度活動計画（平成24年4月～25年3月）
ⅰ 役員会開催計画　

平成24年4月～平成25年度3月まで　　1回／１ヶ月　程度

ⅱ 主要行事活動計画

◇平成24年

4月21日（土）本部理事会へ出席（伊藤、植松、岩井予定）

5月27日（日）西日本支部主催の寮歌祭（都ぞ弥生100年記念行事前夜祭として）

　場所:北大会館

6月2日（土）「関西北大会館祭り」に参加

6月9日（土）「都ぞ弥生100年記念事業」に参加（於：札幌）
10月28日（日）北大関西同窓会総会に参加

（関西同窓会50周年記念行事　鈴木章教授の記念講演会）

　　◇平成25年　　　　
１月14日（月）成人の日　歌い始めの会・賀詞交換会

（北大関西同窓会と一般社団法人北大関西エルム会共催）への出席
ⅲ 課題と問題点

· 会員増強活動

· 若手が参加できる支部づくり
· 会員名簿の充実
　
３．北海道支部
【1】平成23年の総括

　＜成果＞　当初掲げた諸行事は、ほぼ実行できた。
　○ 支部独自の活動

　　①１月29日（土）平成23年寮歌歌始めの会約90名参加
　　②５月15日（日）開拓の村旧恵迪寮舎観花会＆名札掲示式２６名（＋家族の方々）参加
　　③７月３日（日）第29回親睦ゴルフ会13名参加
　　④７月30日(土）第5回恵迪夏祭り15名参加
　　⑤10月13日（木）第12回開識社講演会（講師:岸玲子北大特任教授）約100名参加
　　⑥三火会；毎月第3火曜日に実施
　○ 地区恵迪会活動

　　①6月11日（土）第７回道南・函館恵迪寮歌祭9名の参加
　　②７月２日（土）第７回とかち恵迪寮歌祭白浜代表幹事を含め4名の参加
　　③７月２日（土）第８回道北・旭川「開識社＆寮歌祭」氏平支部長・西川旭川市長を含め
　　　　　　　　　17名の参加。開識社講演会（講師村上昭男道北・旭川恵迪会幹事長）
　　④７月９日（土）第６回日高・苫小牧恵迪寮歌祭総勢9名
　○ 本部・他支部・現寮関係
　　①５月14日（木）現寮の観桜会にＯＢが参加
　　②９月17日（土）2011年西日本大会に氏平支部長出席
　　③10月13日（木）第12回開識社講演会に10数名の現寮生を招待
　○ 広報活動
　　①支部ニュース夏・冬号発行
　　②ホームページ投稿の活用
　　③歌始めの会・開識社等でのメール一斉配信の活用
　○ 役員の増強
　　１月に奥田晋一君（S42入学、農経)及び大谷文昭君（S43入学、水産)の2名を支部役員
として迎える。お二人は、寮外生ではあるが、学生時代応援団に所属し、ことのほか寮歌を

愛している。
　＜課題＞
　　平成20年・21年・22年に引き続き、釧路根室及びオホーツク恵迪会の「寮歌祭」が実
施できなかった。
　　会員のメールアドレスの変更等に対応できないケースが目立つようになってきた。
　【2】平成24年の活動方針と事業計画
　　○ 事業計画を着実に実行していく。取り分け、「都ぞ弥生」百年記念事業及び百年記念祭に
積極的に取り組んでいく。
　　○ 上記の取組の中で、会員増強を図っていく。
　　○ 満60歳以上のOBを発掘し、支部幹事等に積極的に登用していく。
　　○ 事業計画（別掲）
　＜第7号議案＞　恵迪寮同窓会慶弔規程
恵迪寮同窓会慶弔規程（案）
　　第1条　この規定は恵迪寮同窓会における慶弔に関する必要な事項について定める。
　　　第２条　この規程は本会の以下の者に適用する。
　　　　　①　名誉会長、会長、副会長
　　　　　②　代表幹事、副代表幹事
　　　　　③　会計監査、本部理事、本部幹事、支部長、支部幹事長
　　　　　④　前会長、前副会長、前代表幹事、前副代表幹事
　　　　  ⑤  その他会長、代表幹事が協議により必要と認める者
　　　第３条　慶弔等の対象は以下のとおりとする。
　　　　　①　本人の死亡
②　その他会長、代表幹事が協議により必要と認める者

第４条　弔慰金額等は以下のとおりとする。
　　　　　①　第2条①、②の者　　　　　香典2万円、生花、弔電
　　　　　②　第2条③、④の者　　　　　香典1万円、弔電
　　③　特別の対応が必要な場合については、別途会長、代表幹事が協議のうえ決定する。

　　　第5条　この規程は本部幹事会の議決をもって改定することができる。

　　　付　則　この規程は平成24年4月1日から施行する。
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